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村上昭夫

命
日
の
1
1
旦
別
後

今
年
は
盛
岡
市
の
詩
人
村
上
昭
夫
（
1
9
2
7
～
6
8
年
）
の
生
誕
8
5
年
。
同

市
で
1
0
月
1
1
日
の
命
日
前
後
に
、
記
念
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
展
示
会
が
相
次
い
で

企
画
さ
れ
、
結
核
に
よ
る
闘
病
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
珠
玉
の
作
品
を
残
し
た

孤
高
の
詩
人
に
光
を
当
て
る
。
詩
集
「
動
物
哀
歌
」
で
土
井
晩
翠
賞
と
H
氏
賞

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
優
れ
た
詩
人
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
れ
ば
、
と
関
係

者
は
期
待
し
て
い
る
。

村
上
作
品
に
コ
オ
ロ
ギ

が
よ
く
登
場
す
る
こ
と
か

ら
「
こ
お
ろ
ぎ
忌
」
と
題

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
1
3
日

午
後
2
時
か
ら
、
盛
岡
市

中
ノ
橋
通
の
プ
ラ
ザ
お
で

っ
て
で
開
か
れ
る
。
第
l

部
は
、
盛
岡
市
で
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
工
房
を
経
営
す

る
、
村
上
昭
夫
の
実
弟

天
の
同
級
生
の
歌
人
岡
沢

敏
男
さ
ん
（
盛
岡
市
）
を

パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
人

柄
と
作
品
に
つ
い
て
語

る
。
入
場
無
料
、
定
員
2

0
0
人
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
岩

手
高
同
窓
生
や
県
内
の
詩

人
ら
が
中
心
に
な
り
、
生

誕
8
5
周
年
記
念
事
業
実
行

村
上
昭
夫
は
一
関
市
大

東
町
に
生
ま
れ
、
岩
手
中

学
（
現
若
手
高
校
）
を
卒

業
後
、
4
5
年
旧
満
州
（
現

中
国
東
北
部
）
の
浜
江
等

官
吏
と
し
て
大
陸
に
渡

る
。
終
戦
後
の
4
6
年
秋
に

帰
国
。
翌
年
か
ら
盛
岡
郵

便
局
に
勤
務
す
る
が
、
5
0

年
に
結
核
を
発
病
。
サ
ナ

ト
リ
ウ
ム
で
の
入
院
生
活
投
稿
を
始
め
、
詩
の
選
者
成
天
さ
ん
が
、
花
巻
市
東
委
（
高
橋
克
彦
委
員
長
）

の
間
に
詩
誌
「
首
輪
」
の
の
村
野
四
郎
を
師
と
仰
和
町
在
住
の
音
楽
家
清
渕
∵
を
立
ち
上
げ
企
画
。

同
人
と
な
る
。
　
　
　
ぐ
。
そ
の
後
、
入
退
院
を
和
雄
さ
ん
の
ギ
タ
ー
演
奏
　
実
行
委
事
務
局
で
、
岩

退
院
後
の
5
3
年
か
ら
岩
繰
り
返
す
が
、
詩
友
ら
の
で
、
代
表
作
「
雁
の
声
」
　
手
高
O
B
の
赤
沢
征
夫
さ

手
日
報
「
日
報
文
芸
」
に
協
力
で
「
動
物
哀
歌
」
を
な
ど
を
朗
読
す
る
。
　
ん
は
「
村
上
昭
夫
の
名
を

孤
高
の
作
品
、
人
柄
に
光

「
岩
手
の
宝
、
知
っ
て
ほ
し
い
」

6
7
年
に
発
刊
し
土
井
晩
翠

賞
を
受
賞
。
さ
ら
に
翌
年
、

H
氏
賞
に
選
ば
れ
た
が
4
1

歳
で
死
去
し
た
。

「
動
物
哀
歌
」
は
動
物

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
詩
が

多
く
収
録
さ
れ
、
村
野
四

郎
は
そ
の
序
で
「
こ
れ
ほ

ど
単
一
的
に
透
明
な
、
深

く
悲
し
く
、
し
か
も
破
壊

力
を
も
つ
詩
を
よ
ん
だ
こ

と
が
な
い
」
と
絶
讃
。
7
5

年
に
は
詩
「
私
を
う
ら
ざ

る
な
」
を
刻
ん
だ
碑
が
盛

岡
市
高
松
の
市
立
図
書
館

に
建
立
さ
れ
た
。

第
2
部
は
、
盛
岡
市
の

作
家
高
橋
克
彦
さ
ん
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
日

報
文
芸
・
詩
の
選
者
城
戸

朱
理
さ
ん
（
盛
岡
市
出
身
、

神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
、
詩

知
る
人
は
最
近
少
な
く
な

り
、
詩
碑
の
存
在
も
知
ら

れ
て
い
な
い
。
岩
手
の
宝

と
い
っ
て
も
い
い
詩
人
で

あ
り
、
広
く
世
に
知
ら
し

め
た
い
」
と
話
す
。

「
動
物
哀
歌
　
村
上
昭

夫
展
」
は
1
0
日
か
ら
ほ
月

2
0
日
ま
で
、
同
市
中
ノ
橋

通
の
も
り
お
か
啄
木
・
賢

治
青
春
館
で
開
か
れ
る
。

人
の
北
畑
光
男
さ
ん
（
宕
自
筆
の
詩
稿
ノ
ー
ト
や
、

泉
町
出
身
、
埼
玉
県
上
里
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
詩

町
）
、
斎
藤
彰
吾
さ
ん
（
詩
誌
、
H
氏
賞
の
賞
状
の
ほ

人
、
北
上
市
）
、
村
上
昭
か
、
村
上
昭
夫
の
詩
を
題

材
に
し
た
詩
画
集
な
ど
も

展
示
す
る
。
入
場
無
料
。

同
展
は
、
午
前
1
0
時
か
ら

午
後
6
時
ま
で
。
1
1
月
5

日
は
正
午
ま
で
。
毎
月
第

2
火
曜
日
休
館
。


